
鳥取県危機管理局原子力安全対策課

実施場所 訓　練　内　容 備　　考
・鳥取県庁 ●災害対策本部の運営 ●11:00～　県・市合同災害対策本部会議
・西部総合事務所 ●緊急時通信連絡 ●11:20～　緊急事態宣言、第１回合同対策協議会（2県6市の首長参加）
・中部総合事務所
・原子力環境センター
・米子市役所、境港市役所等
・鳥取県庁 ●モニタリング本部等の運営
・原子力環境センター（モニタリング本部）
・衛生環境研究所
・鳥取県庁 ●情報伝達訓練 ●原子力防災アプリ等を活用した情報伝達手順の確認
・関係機関等 ●報道機関との連絡調整

●独自広報

実施場所 訓　練　内　容 備　　考

バス避難
・米子市（河崎公民館）、境港市（旧誠道小学校）
・避難退域時検査会場（東伯総合公園）

●米子市、境港市(8:30～)の住民避難指示伝達により、
各市一時集結所に集結後、バスにより避難退域時検査
会場に移動（避難）

●住民参加は米子市20名・境港市35名を予定

自家用車避難

・米子市（河崎公民館）、境港市（各自宅等）
・避難退域時検査会場（東伯総合公園）
・【避難先】米子市→北栄町（大栄体育館）
　　　　　　 境港市→鳥取市（中ノ郷小学校）

●米子市、境港市(8:30～)の住民避難指示伝達により、
自家用車により避難退域時検査会場→避難先に移動

●自家用車避難は米子市7台15名・境港市2台7名を予定
※米子市は一時集結所から、境港市は自宅等から出発

福祉車両避難
・米子市（河崎公民館）、境港市（旧誠道小学校） ●中国電力が配備した福祉車両（ストレッチャー車両）を

活用し、要支援者（模擬）の避難の手順を確認

・東伯総合公園 ●検査手順の確認 ●車両検査（駐車場）、住民検査（体育館）を実施

・東伯総合公園体育館 ●避難住民への情報提供 ●避難退域時検査会場に併設し、避難住民への情報提供を実施

・原子力環境センター ●モニタリング実動訓練 ●可搬型モニタリングポストの設置、走行サーベイ、モニタリング車での測定、試料採取等
・衛生環境研究所
・西部総合事務所
・鳥取県庁 ●独自広報 ●11月12日（土）8:30頃、米子市、境港市から緊急速報（エリア）メール発信
・関係機関等 ●道路情報表示板による広報 ●県、国土交通省及び警察本部による道路情報表示板等を活用した広報手順の確認
・障害者支援施設　光洋の里 ●関係機関との連携確認 ※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため取材はお受けできません。

●放射線防護施設（陽圧装置）の動作確認

・河崎公民館（米子市） ●緊急配布指示伝達 ●住民避難訓練と併せて実施
・旧誠道小学校（境港市） ●緊急配布に関する手順確認、住民説明 ●一時集結所にて安定ヨウ素剤緊急配布

・鳥取大学医学部附属病院 ●院内防護区画の設定 ●県立中央病院から原子力災害派遣チームを派遣
●線量確認と除染等
●医療救護活動の後方支援

・避難ルート、東伯総合公園等 ●緊急交通路確保及び交通検問所設置 ●住民避難訓練と併せて実施
●交通情報版を利用した広報・情報伝達 ●パトカーによる避難車両の誘導
●渋滞ポイント交差点における交通規制、迂回誘導

実施場所 訓　練　内　容 備　　考
余子公民館（境港市） ●原子力防災講演 ●境港市：10月27日（木）、28日（金）に実施
河崎公民館（米子市） ●米子市：10月29日（土）に実施
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月
12
日

（土）

④住民避難
訓練（避難行
動要支援者
含む）

⑫避難誘導・交通規制等措置訓練
０８:３０～１２:００

⑧広報・情報伝達訓練

⑥避難支援ポイント設置・運営訓練

９:００～１２:００

９:３０～１１:００

⑨避難行動要支援者避難訓練
　（障がい者）

別日

11
月
7
日

（月）

訓練項目

⑤避難退域時検査訓練
９:００～１２:００

⑩原子力災害医療活動訓練
　（安定ヨウ素剤）

８:３０～９:３０

８:３０～１２:００

⑪原子力災害医療活動訓練
　（鳥大病院）

１４：３０～１６：００

訓練項目
①本部等運営訓練
（初動対応訓練）

③広報・情報伝達訓練
０８:３０～１２:００

②緊急時モニタリング訓練

０８:３０～１２:００

０８:３０～１２:００

令和４年度鳥取県原子力防災訓練（島根原子力発電所対応）訓練内容等一覧表

原子力防災講座

・災害対策本部の対応検証

・避難行動要支援者の避難手順の検証
本年度訓練の特徴・検証項目

（主要訓練項目）
・避難円滑化に係る手段の検証

訓練項目

⑦緊急時モニタリング訓練
８:３０～１２:００


